
２００９年８月２５日 

福島県知事 佐藤 雄平様 

福島県エネルギー政策検討会御中 

 

福島プルサーマルを案じる首都圏の市民（５団体） 

 

福島第一原発のプルサーマルについての要望書 

－使用済ＭＯＸ燃料の処理は不明確であり「白紙撤回」を堅持すべきです－ 

 

 

 玄海原発３号機が立地する佐賀県をはじめ、プルサーマルが予定されている各地で今共通

して問題となっているのが使用済ＭＯＸ燃料の処理の問題です。今年 5 月 28 日、貴県を含む

14 道県知事からなる原子力発電関係団体協議会は、「原子力発電等に関する要望書」を提出

し、「使用済ＭＯＸ燃料が発電所に長期間貯蔵され続けないよう、日本原燃株式会社六ヶ所再

処理工場に続く、いわゆる第２再処理工場の検討を早期に開始し、具体的な処理の方策を決

定すること」を国に「重点要望項目」として要望しています。これに対して国は、原子力政

策大綱に基づいて「2010 年頃から検討を開始する」ということのみを回答し、具体的な処理

の方策には触れていません。 

 使用済ＭＯＸ燃料の問題については、貴県のエネルギー政策検討会でも大きなテーマとな

り、2002 年の中間とりまとめでは、まるで今の事態を予見するかのように、次のように問題

提起していました。…「使用済ＭＯＸ燃料は、第二再処理工場で処理する方針が打ち出され

ているが、現在の原子力長期計画においては、その建設目標年次の記述さえなくなっている。

その実現可能性は極めて薄いのではないか。」「第二再処理工場の建設方針は、これまでもた

びたび先送りされており、国が民間移転する技術開発に失敗したことが原因ではないかとの

指摘もされている。」「現在、使用済ＭＯＸ燃料については、原子力発電所や中間貯蔵施設に

おいて貯蔵するとされているが、第二再処理工場の実現可能性が極めて低い中で、使用済Ｍ

ＯＸ燃料の処理をどうするのか明確でない。」 

 使用済ＭＯＸ燃料の処理が不明確な状況は今も変わっていません。今年 7 月 29 日に行われ

た東電と市民との交渉において、「2010 年頃から検討を開始する」と回答する東電に対し、「で

は、第二再処理工場の建設は決まっていないということか」と聞くと、「決まっているかいな

いかと言えばそうなります」と回答しました。 

 また、8 月 11 日に佐賀県玄海町において行われた市民と資源エネルギー庁との討論におい

て、原子力立地・核燃料サイクル産業課の森本課長は、「2010 年頃からの検討開始」という

のは、六ヶ所再処理工場や、高速増殖炉「もんじゅ」の運転進捗状況を踏まえて行うことを

認めました。しかし「もんじゅ」は 14 年間も止まったままです。六ヶ所再処理工場について

は、ガラス固化の工程で根本的な欠陥が露呈し、絶望的な状況にあります。 

 ７月 28 日の原子力委員会において報告された「高速増殖炉サイクル実証プロセス研究会」

による「技術的論点整理」では、第二再処理工場を「施設の抽象化された集合」とし、「2045 

年頃に操業開始」とした原子力立国計画をいったん棚上げにしています。 

 まもなく 2010 年を迎えようというのに、第二再処理工場は、事業者が誰なのか、費用はい

くらで、それを誰が負担するのかも決まらず、全く不透明で、絵に描いた餅にすぎません。

使用済みＭＯＸ燃料は、放射能も発熱量も使用済みウラン燃料に比べてはるかに長期間にわ
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たり減少しない、きわめて扱いにくい危険物です。 

このままプルサーマルを実施しても、その使用済ＭＯＸ燃料の行き先はなく、永久に福島

県に留め置かれるおそれがあります。幸いにして、貴県による「白紙撤回」の判断により、

行き場のない核のゴミが発生する事態は避けられています。 

 六ヶ所再処理工場の停滞により、福島第一、第二原発ともに、使用済燃料が溢れており、

使用済ウラン燃料ですら、行き場を失っているのが現状です。とてもプルサーマルどころで

はありません。 

 8 月 31 日に行われるエネルギー政策検討会幹事会では、使用済ＭＯＸ燃料の処理について

国から説明を受けると聞きますが、第二再処理工場について具体的な建設方針を聞くことは

できないでしょう。貴県が白紙撤回した福島第一原発３号機のプルサーマル計画については、

議論する状況にはありません。 

 

要 望 事 項 

 

一．使用済ＭＯＸ燃料の処理の方策が不明確である以上、福島第一原発のプルサーマ

ル計画については「白紙撤回」を堅持すること 

 

 

福島プルサーマルを案じる首都圏の市民（５団体） 

福島老朽原発を考える会 

東京電力と共に脱原発をめざす会 

原発を考える品川の女たち 

ストップ・ザ・もんじゅ東京 

空と海の放射能汚染を心配する市民の会 

 

連絡先／福島老朽原発を考える会 

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂 2-19 銀鈴会館 405 号 共同事務所ＡＩＲ気付 

TEL: 03-5225-7213 / FAX: 03-5225-7214 
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